
「走って とんで ねて 食べて 元気いっぱいぎおんの子」 大運動会特集号

５月２７日（土）朝、何となく嫌な予感がして目覚めたら、案の定小雨
が降っていました。今回は、例年と異なり、創立３０周年記念の運動会で
す。できる限り実施したいとの思いがありました。天気予報では、午前中
には雨が上がり午後は晴れるとのことでしたし、近隣の小学校も実施す
るという方向で考えていましたので、迷いながらも実施に踏み切りまし
た。
しかし、雨はなかなか止まず、校庭のコンディションも悪くなるばか

りでした。本当に開催できるのか？できなかったらどうしよう・・・。
そんなピンチをチャンスに変えてくれたのが、保護者の方々であり、本
校職員の知恵でした。
「体育館で開会式を行って、その間に校庭の雨水を除去しよう！」と

いう提案がありました。記念の運動会なのに、開会式を外でやれないな
んて・・・という思いが私の脳裏をかけめぐりました。でも、それに賭
けてみました。天気予報を信じ、今できる最善を尽くそうと職員・保護
者が一体となって開催に向けて動き出しました。
体育館での開会式、私の教職人生の中でも初めてでした。入場行進こ

そできませんでしたが、屋内では、子どもたちの元気な声が外よりも大
きく、力強く響き、校庭での実施以上に迫力ある開会式になりました。
開会式と最初の応援合戦を体育館で行い、校庭に出てみると、大勢の保護者の方々と本校職員と
で、見事に校庭を復活させてくれていました。本当に涙が出るほど嬉しく、皆さんのご厚意に感
謝した瞬間でした。予定より進行は１時間ほど遅れましたが、その後は少し涼しいくらいの運動
にはもってこいのコンディションで、無事最後までやりきることができました。今思えば、この
ことがあったからこそ、記憶に残り、さらに家庭（地域）と学校とが一体となった運動会になっ

たんだとしみじみ思いました。
そして、このような変則的な実施にもかかわらず、児童は多数のご来賓、

高齢者、地域の方々、ご家族の皆様方の声援を受けて、力を尽くし頑張り
抜きました。
本年度のスローガン「白熱バトル 太陽よりも 熱くなれ」通り、午前

中は、特別種目紅白対抗親子大玉送りまで実施しましたが、その時点で赤
白同点という、まさに白熱した戦いになりました。午後の部は騎馬戦や紅
白対抗リレーなど、高得点を狙える種目が残っています。最後まで気を抜
けない戦いとなりました。

結果は、白組の勝利に終わりましたが、どの学年の競
技や演技も素晴らしく、点数でははかれない感動があり
ました。特に、高学年の『表現』は昨年度からの実施で
すが、見事な演技を披露してくれました。最後のハイタ
ッチに加わらせていただきましたが、子どもたちのタッ

チする手にやりきったという充
実感を感じました。その他の競
技、演技も、それぞれの学年に
ふさわしく、一生懸命に取り組
む姿が印象に残り、いずれも見
応えのある見事なものでした。
また、赤組、白組どちらも、６
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年生の応援団長を中心とした応援合戦は迫力があり、会場をとても盛り上げてくれました。そし
て、観客の皆様からの温かい声援を受けて、児童もとてもやりがいがあったことと思います。
最後になりますが、保護者の皆様方、ＰＴＡ各部毎にご協力をいただき心から感謝申し上げま

す。おかげで、トラブルもなく心に残る運動会になりました。今回のように、皆様のご協力に感
謝した運動会はございません。そして、ＰＴＡ執行部の方々には、運営全般にわたってお手伝い
いただきました。本当にありがとうございました。運動会に関わってくださった皆様に心より感
謝申し上げます。

祇園小学校創立３０周年記念として、６月２日（金）に、児童、
保護者、教職員みんなで本校のキャラクター”ぎおんまる”を校庭
いっぱいに描いて航空写真を撮りました。当日はやや風は強かった

ものの快晴で、写真撮影にはもってこいの日となりました。飛行機がいつ登場するのか、みんなわく
わくしながら待っていました。色紙を持つ手が疲れた頃ＯＫが出ました。どのように撮れたのかは、

現在昇降口に掲示してありますの
で、そちらをご覧ください。因み
に、「やるぞ！できるぞ！元気だ
ぞ！」は、２年生の熊丸結介さん
が考えてくれたものです。祇園小
学校の児童にぴったりだと思い、
創立３０周年のキャッ
チフレーズは、これに
決めました。

本校では、清掃
６月に入り、プ に真剣に取り組
ールの季節が到 み、学校も心もきれいに
来しました。今 しようと本年度取り組ん
年初めての水泳 でいます。その指導の一
の授業にみんな 環として、無言清掃を励
大喜びでした。 行しています。みんな黙
おもいっきり泳 って、真剣に取り組める
いでくださいね。 ようになりました。

無言清掃について少し補足します。本校での取組はただ、黙るだけでなく次の
ことを目的としています。○がまんする心を養う（人と比べるのではなく、前

の自分と比べてどれだけ黙ってできるようになったか）○気働きができる心を養う○みつけ清掃（他にき
れいにするところがないか、見つけることができる、そして時間いっぱい働く）これらのことを通して、
人としてのより成長を目指すため始めました。簡単に変化は現れませんが、子どもたちの成長を信じ、根
気強く取り組んでいきたいと思います。よろしくお願いします。


